
（様式２－２） 
 

宮城県障害者福祉センターに係る指定管理者の指定について 
 

１ 施設概要 

施設名 宮城県障害者福祉センター 

所在地 仙台市宮城野区幸町４丁目６－２ 

 

２ 募集期間 

  令和５年７月１８日から令和５年８月３１日まで  

 

３ 応募団体（１団体） 

  社会福祉法人宮城県障がい者福祉協会 

 

４ 審査日程   

第一次審査（書類審査）  令和５年９月１日から令和５年９月１４日まで 

第二次審査（ヒアリング） 令和５年１０月２６日 

 

５ 審査方法 

令和５年１０月２６日に宮城県保健福祉部指定管理者選定委員会を開催し、公の施設の指定

管理者の指定の手続等に関する条例第３条に規定する選定基準により、下記の項目について審

査を行い候補者を選定した。  

審査項目 審査の視点 配点 

計画の内容及び
実現性 

・設置目的・施設管理運営の基本方針に沿った管理運営方針・

事業計画であるか。 

・人員配置計画及び管理運営の体制が適切か。 

・人材の確保、育成の方針は適切か。 

・施設の日常的な維持管理計画は適切か。 

・事業計画について、体制や手法が的確であるか。 

・事業計画について、具体性があり、実現可能であるか。 

・仕様書を満たした対応となっているか。 

・利用者サービスの向上に向けた取り組みが具体的かつ効果的

なものか。 

・安全対策の考え方や体制は適切か。 

・個人情報の保護の考え方や体制は適切か。 

・環境への配慮、障害者就労施設等からの物品等の調達や情報

公開の考え方や体制は適切か。  

１８０点 

申請者の能力 
・申請者の業務内容は、指定管理者としてふさわしいか。 

・財務関連から見た申請者の経営状況は健全であるか。  
６０点 

収支計画 

・経費の積算が適切か。 

・経費の節減が図られているか。  

・経費の節減方法に工夫や実効性があるか。  

６０点 

 

６ 選定委員の氏名等  
 氏   名 所属・職 

委員長 武田 健久 宮城県保健福祉部 副部長 

副委員長 永井 彰 東北大学大学院文学研究科 教授 

委員 橋本 潤子 公認会計士橋本潤子事務所 公認会計士 

委員 黒田 敬子 有限会社キャリアコム 代表取締役 

委員 大森 秀和 宮城県保健福祉部 副部長 

 

 



７ 採点一覧表 

団体名 審査項目 委員Ａ 委員Ｂ 委員Ｃ 委員Ｄ 委員Ｅ 合 計 摘 要 
 
社会福祉
法人宮城
県障がい
者福祉協
会 

計画の内容及

び実現性 
１１１ １１８ １０７ １１４ １１３ ５６３ 

 
指定管理者
候補者 

 

 
申請者の能力  ３９ ４８ ４４ ４８ ４４ ２２３ 

収支計画 ３６ ３６ ３６ ３６ ３６ １８０ 

合  計 １８６ ２０２ １８７ １９８ １９３ ９６６ 

 

８ 指定管理者候補者の指定管理予定価格（収支計画） 

収入総額 ２４７，８００千円（うち県指定管理料２４４，３００千円） 

支出総額 ２４７，８００千円 

 

９ 指定管理者候補者 

団体名 社会福祉法人宮城県障がい者福祉協会 

代表者 会長 森 正義 

所在地 仙台市宮城野区幸町４丁目６－２ 

 

10 指定期間 

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日 

 

11 選定理由 

計画の内容及び実現性については、施設の設置目的を十分に踏まえた運営方針を定めてお

り、適正且つ確実な管理運営を行うための実施体制や方法等であると認められる。また、今回

の独自提案として地域住民への施設開放を契機に障害者との交流促進に努めるなど、施設の利

用拡大、障害者の社会参加に積極的に取り組む姿勢が県の施策に合致していると評価した。 

申請者の能力については、障害者福祉の向上を目的に設立された団体であり、障害者の支援

に関する充分な実績を有しているほか、現在、施設の指定管理者として適切な管理運営を行っ

ていることから、今後も安定した管理運営能力が可能であると評価した。 

収支計画については、業務委託や職員の兼務による経費削減等に取組んでいるなど、実効性

を高める努力も認められる。 

以上から、公の施設の指定管理者の指定の手続等に関する条例第３条に規定する選定基準

を満たしており、施設の管理運営を安定的・効果的・効率的に行う能力があると認められるこ

とから、指定管理者として適当と判断した。 

 

12 指定管理者の指定 

宮城県保健福祉部指定管理者選定委員会の審査結果を踏まえ、上記９の指定管理者候補者

を、令和５年１１月県議会の議決を経た上で、令和５年１２月１９日に指定管理者に指定し

た。 

 


